
東京都防災会議地震部会（第６回）議事概要 

 

1. 地震部会の概要 

日 時：令和 4年 5月 25日（水）10時 00分から 10時 30分 

会 場：オンライン及び対面式での開催（東京都庁第 1本庁 33階N２会議室） 

出席者：平田部会長、中林部会長代理、加藤委員、 

原田危機管理監、保家総合防災部長、 

芝崎防災計画担当部長、宮原計画調整担当課長ほか 

オンライン出席者：規矩委員、酒井委員、佐竹委員、久田委員、三宅委員 

 

 

2. 議事概要 

 首都直下地震等による東京の被害想定報告書（案）について、各委員から了承をいただ

いた。その中で、下記のとおり意見があった。 

 ○ この 10年間での対策によって被害が減少した一方で、インフラや都市基盤につい

ては、まだ課題が多い。今後の震災対策にブレーキをかけないように、この点はメッ

セージとして伝えていくべきである。 

○ 今回は、定量評価できない部分も定性シナリオによって時系列で示された点が画期

的である。都民一人ひとりが、災害発生時に自分自身がどうなるかを想像することに

つながるので、都民にも積極的に見てもらいたい。 

○ 地震の発生確率は、あくまで「南関東地域のどこかでM7クラスの地震が発生する

確率」であり、「都心南部直下地震が今後 30年で 70％の確率で発生するというもの」

といった特定の地震ではない点は伝える必要がある。あくまで被害想定のための想定

地震であり、これらの地震が起こりやすいということではない。 

  

 


